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中
世
後
期
か
ら
近
世
に
お
け
る
片
仮
名
の
仮
名
遣
い 

―

辞
書
を
中
心
と
し
て―

 
 

  
 

山 

口 

倫 

香 
 

 
  

一 

本
稿
の
目
的 

片
仮
名
は
、
平
仮
名
と
同
時
期
に
成
立
し
、
日
常
的
に
用
い
ら
れ
続
け
る
文
字

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
片
仮
名
に
も
、
仮
名
遣
い
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
平
仮
名
の
仮
名
遣
い
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
に
対
す
る
疑
問
も

存
す
る
。
平
仮
名
と
同
様
に
、
片
仮
名
も
当
時
の
人
々
に
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
仮
名
使
用
者
の
仮
名
遣
い
や
、
使
用
者
の
言
語
意
識
が
見

え
て
く
る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
仮
名
遣
い
書
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
片
仮
名
の

仮
名
遣
い
と
仮
名
遣
い
書
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
目
的
と
す

る
。 

 

二 

対
象
資
料
と
研
究
の
方
法 

対
象
資
料
は
以
下
の
四
種
で
あ
る
。 

[

古
本
節
用
集] 

 

・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
易
林
本
節
用
集
』
（
一
五
九
七
年
） 

[

近
世
節
用
集] 

 

・
広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
広
益
以
呂
波
雑
韻
刊
誤
』
（
一
六
三
三
年
） 

・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
大
全
早
引
節
用
集
』（
以
下
、『
大
全
』
）（
一
八
二
七

年
） 

 

・
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
『
早
引
萬
代
節
用
集
』
（
以
下
、
『
萬
代
』
）
（
一
八

五
二
年
） 

 

ま
た
、
対
象
と
す
る
仮
名
遣
い
書
は
、
以
下
の
三
本
で
あ
る
。 

 
 

・
『
假
名
文
字
遣
』
は
、
文
明
十
一
年
（
東
大
）
本
、
慶
長
板
（
国
会 

図
書

館
）
本
、
文
禄
四
年
本
を
底
本
と
す
る
。 

・
『
和
字
正
濫
鈔
』
は
、
三
手
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
す
る
。 

・
『
字
音
假
字
用
格
』
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
す
る
。 

成
立
の
順
番
は
、『
假
名
文
字
遣
』（
一
三
六
三
年
以
後
）→

『
易
林
』（
一
五
九

七
年
）→

『
広
益
』（
一
六
七
〇
年
）→

『
和
字
正
濫
鈔
』（
一
六
九
三
年
）→

『
字

音
假
名
用
字
』（
一
七
七
六
年
）→

『
大
全
』（
一
八
二
七
年
）→

『
萬
代
』（
一
八

五
二
年
）
で
あ
る
。 

研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
対
象
資
料
に
つ
い
て
、《
イ
》《
ヰ
》《
エ
》《
ヱ
》《
オ
》

《
ヲ
》
に
関
わ
る
語
を
抽
出
し
、
該
当
す
る
語
に
つ
い
て
、
仮
名
遣
い
書
で
あ
る

『
假
名
文
字
遣
』
（
一
三
六
三
年
以
後
成
立
）
、
『
和
字
正
濫
鈔
』
（
一
六
九
三
年
）
、

『
字
音
假
字
用
格
』（
一
七
七
六
年
）
で
は
ど
の
よ
う
な
表
記
が
見
ら
れ
る
か
比
較

し
、
考
察
を
行
う
。 

片
仮
名
で
書
か
れ
た
仮
名
遣
い
書
は
、
い
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
本
研
究

に
お
い
て
比
較
対
象
と
し
て
い
る
仮
名
遣
い
書
は
、
い
ず
れ
も
平
仮
名
で
書
か
れ

 

て
お
り
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
書
で
は
な
い
。
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
が
存
す
る
と

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
仮
名
遣
い
書
に
依
拠
し
て
片
仮
名
の
仮
名
遣
い

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
た
。 

 

三 

中
世
後
期
か
ら
近
世
の
辞
書
と
仮
名
遣
い
書 

（
１
） 

表
１
か
ら
、『
易
林
』
に
つ
い
て
は
、『
假
名
文
字
遣
』
か
ら
『
和
字
正
濫
鈔
』
、 

『
字
音
假
字
用
格
』
と
、
成
立
年
が
下
る
に
つ
れ
て
、
一
致
率
は
低
下
し
て
い
る
。

〈
オ
〉
の
一
致
率
が
最
も
下
が
り
幅
が
大
き
く
、〈
ヲ
〉
や
〈
イ
〉
の
一
致
率
の
下

が
り
幅
は
小
さ
い
。「
一 

研
究
の
目
的
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
今
西
氏
（
一
九
九

六
）
に
よ
っ
て
、『
易
林
』
と
『
假
名
文
字
遣
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
表
１
ー
Ａ
の
一
致
率
の
高
さ
は
、
今
西
氏
の
指
摘
と
も
一
致
す
る
。 

 

表
２
か
ら
、
『
広
益
』
は
、
〈
イ
〉
〈
ヰ
〉
と
〈
オ
〉
〈
ヲ
〉
の
使
い
分
け
が
意
識

的
に
強
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
〈
エ
〉
に
つ
い
て
は
、
『
假
名
文
字

遣
』
と
の
一
致
率
が
高
く
、『
和
字
正
濫
鈔
』
と
『
字
音
假
字
用
格
』
と
の
一
致
率

が
低
い
。
こ
れ
は
、『
広
益
』
も
、『
易
林
』
と
同
様
に
、『
假
名
文
字
遣
』
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

表
３
か
ら
、『
大
全
』
に
つ
い
て
、
部
立
て
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
《
イ
》
と
《
オ
》

で
は
、
一
致
率
が
高
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
《
ヰ
》
と
《
オ
》
で
は
、

『
假
名
文
字
遣
』
か
ら
、『
和
字
正
濫
鈔
』
、『
字
音
假
字
用
格
』
へ
と
、
次
第
に
一

致
率
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
大
全
』
が
、
同
時
期
に
成
立
し
た
『
和
字
正

濫
鈔
』
や
『
字
音
假
字
用
格
』
を
、
直
接
参
照
し
た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
、
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
部
立
て
の
影
響
か
ら
、《
ヰ
》
と
《
オ
》
は
用
い
ら
れ
づ
ら

い
中
で
、
敢
え
て
《
ヰ
》
と
《
オ
》
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
『
假
名
文
字
遣
』

に
お
い
て
、
既
に
仮
名
遣
い
が
示
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

表
４
か
ら
、
『
萬
代
』
で
は
、
『
假
名
文
字
遣
』
と
『
和
字
正
濫
鈔
』
、
『
字
音
假

字
用
格
』
と
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
た
際
に
、
あ
ま
り
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、『
萬
代
』
が
、
各
仮
名
遣
い
書
と
、
一
定
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
。
各
章
に
お
い
て
、
例
外
的
な
表
記
を
し
て
い
る
語
に
つ
い

て
、
語
単
位
で
分
析
を
行
う
と
、
仮
名
遣
い
書
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
こ
の
二
つ
の
結
果
か
ら
、『
萬
代
』
は
、
各
仮
名
遣
い
書
の
影
響
を
、
直
接

的
に
で
は
な
く
、
間
接
的
に
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 四 

同
辞
書
内
に
お
け
る
平
仮
名
と
片
仮
名 

（
２
） 

表
５
に
お
い
て
、
例
外
的
な
表
記
の
語
を
見
る
と
、『
和
字
正
濫
鈔
』
に
お
い
て
、 

『
大
全
』
の
平
仮
名
〈
お
〉
△
が
一
六
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
片
仮
名
〈
オ
〉
△

が
一
語
で
あ
る
こ
と
は
、
明
確
な
違
い
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
以
外
の
箇
所
で

は
、
例
外
的
な
表
記
の
語
に
つ
い
て
、
大
き
く
用
例
数
が
違
う
と
い
う
も
の
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。
以
下
、
各
仮
名
遣
い
書
に
お
け
る
特
徴
を
挙
げ
て
い
く
。 

・
『
假
名
文
字
遣
』
に
お
い
て
、
『
大
全
』
の
片
仮
名
の
用
例
が
多
い
。
ま
た
、

『
大
全
』〈
オ
〉
△
と
、『
萬
代
』〈
オ
〉
△
の
用
例
が
多
い
理
由
と
し
て
、【
大
】

に
関
す
る
語
が
、
二
四
語
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

・『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
、『
大
全
』『
萬
代
』
と
も
に
、
平
仮
名
の
○
の
語
数
が

多
い
。
『
萬
代
』
は
〈
お
〉
△
よ
り
〈
オ
〉
△
の
方
が
多
い
。 

 

・『
字
音
假
字
用
格
』
に
お
い
て
、『
大
全
』《
エ
》
の
○
と
△
の
多
く
が
片
仮
名

〈
エ
〉
で
あ
る
。
ま
た
、『
萬
代
』〈
え
〉
の
○
と
△
よ
り
、〈
エ
〉
の
○
と
△

の
用
例
が
多
い
。 

以
上
の
様
に
、
特
徴
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
僅
か
な
差
で
あ
り
、
大
き
く
違

い
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。 

 

よ
っ
て
、
片
仮
名
と
平
仮
名
の
表
記
が
同
一
辞
書
内
で
用
い
ら
れ
て
い
る
『
大
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》
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』
に
お
い
て
、『
大
全
』《
エ
》
の
○
と
△
の
多
く
が
片
仮
名

〈
エ
〉
で
あ
る
。
ま
た
、『
萬
代
』〈
え
〉
の
○
と
△
よ
り
、〈
エ
〉
の
○
と
△

の
用
例
が
多
い
。 

以
上
の
様
に
、
特
徴
を
挙
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
僅
か
な
差
で
あ
り
、
大
き
く
違

い
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。 

 

よ
っ
て
、
片
仮
名
と
平
仮
名
の
表
記
が
同
一
辞
書
内
で
用
い
ら
れ
て
い
る
『
大
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全
』
と
『
萬
代
』
に
つ
い
て
、
片
仮
名
と
平
仮
名
に
よ
る
表
記
の
差
は
、
大
き
く

な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

五 

中
世
後
期
か
ら
近
世
の
辞
書
と
五
十
音
図 

 

五
十
音
図
に
つ
い
て
、
釘
貫
（
二
〇
〇
七
）
は
、
以
下
の
様
に
指
摘
し
て
い
る
。 

契
沖
の
「
五
十
音
図
」
は
、
従
来
の
音
図
に
対
す
る
考
え
方
と
は
異
な
っ
て
、

梵
文
か
ら
一
貫
す
る
普
遍
性
を
備
え
た
古
代
日
本
語
の
五
十
個
の
音
を
全
体

的
に
整
然
と
網
羅
し
た
図
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
契
沖
の
五
十
音
は
、
い
ろ
は

四
十
七
言
と
の
共
通
性
を
引
き
合
い
に
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、
仮
名
遣
い
の
た

め
に
用
意
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
五
十
音
図
は
日
本
語
音

声
要
素
の
過
不
足
な
き
全
体
図
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
反
切
に

利
用
さ
れ
た
従
前
ま
で
の
五
音
図
（
「
直
音
拗
音
図
」「
五
音
五
位
之
次
第
」
）
と

そ
の
意
図
を
本
質
的
に
異
に
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。 

（
『
近
世
仮
名
遣
い
論
の
研
究
』 

二
〇
〇
七
） 

 

『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
、
ア
行
と
し
て
あ
い
う
え
を
、
ワ
行
と
し
て
わ
ゐ
う
ゑ

お
、
と
し
て
い
る
。 

 

『
和
字
正
濫
鈔
』
成
立
当
時
、
五
十
音
図
は
、
同
時
期
の
表
記
へ
の
影
響
は
み

ら
れ
な
い
。 

本
論
文
で
対
象
と
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
、
五
十
音
図
が
示
さ
れ
て
い
る
資

料
は
な
い
。
ま
た
、
対
象
資
料
は
、
す
べ
て
い
ろ
は
順
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
形
式
上
は
、
五
十
音
図
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

し
か
し
、
対
象
資
料
で
あ
る
『
広
益
』
『
大
全
』
『
萬
代
』
で
は
、
《
イ
》
《
ヰ
》

の
《
イ
》
、
《
エ
》
《
ヱ
》
の
《
ヱ
》
、
《
オ
》
《
ヲ
》
の
《
ヲ
》
が
部
立
て
と
し
て
採

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
記
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
辞
書

と
い
う
形
式
の
作
品
で
は
、
五
十
音
図
と
同
様
の
表
記
へ
の
意
識
が
み
ら
れ
る
と

い
え
る
。 

 

六 

結
び 

 

本
研
究
の
結
果
、
以
下
の
様
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

①
中
世
後
期
か
ら
近
世
の
辞
書
に
お
い
て
、
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
存
在
す

る
。 

 

②
辞
書
に
お
け
る
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
中
世
や
近

世
前
半
期
の
仮
名
遣
い
と
一
致
し
な
い
。 

 

③
辞
書
と
い
う
形
式
は
、
仮
名
遣
い
書
よ
り
も
、
部
立
て
の
影
響
を
受
け
る
。 

  

片
仮
名
が
表
音
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
片
仮
名
は
一
つ
の
表
記
に
絞
ら
れ
、

両
方
の
表
記
が
存
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
仮
名
遣
い
書
と
一
致
す
る
語
、
も

し
く
は
、
不
一
致
の
語
が
よ
り
多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
用
例

で
は
、『
大
全
』
と
『
萬
代
』
の
片
仮
名
と
平
仮
名
の
表
記
に
つ
い
て
、
各
仮
名
遣

い
書
と
比
較
す
る
と
、
大
き
な
差
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
仮
名
と
同
様
に
、

片
仮
名
に
も
仮
名
遣
い
が
存
す
る
と
わ
か
っ
た
。 

 

よ
っ
て
、
中
世
か
ら
近
世
前
半
期
に
お
け
る
辞
書
の
仮
名
遣
い
は
、
仮
名
遣
い

書
と
無
関
係
な
位
置
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
仮
名
遣
い
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
辞
書
と
し
て
利
用
さ
れ
る
、
と
い
う
点
か
ら
、
仮
名
遣
い
へ

の
意
識
以
上
に
、
検
索
す
る
上
で
必
要
な
部
立
て
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
結
論

づ
け
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
、
《
イ
》
《
ヰ
》
が
、
最
も
部
立
て
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
片
仮
名
〈
エ
〉
〈
ヱ
〉
が
、
最
も
影
響
を
受
け
づ
ら
い
。 

 

以
上
の
結
果
を
も
と
に
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
世
や
近
世
前
半
期

の
仮
名
遣
い
と
比
較
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
資
料
も
、
異
な
る
特
徴
を
持
つ
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
中
世
に
成
立
し
た
『
易
林
』
は
、《
イ
》《
ヰ
》《
エ
》《
ヱ
》《
オ
》

《
ヲ
》
に
お
け
る
混
同
が
一
定
数
存
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
さ
ら

に
、『
易
林
』
の
表
記
の
混
同
は
、
中
世
の
仮
名
遣
い
の
混
乱
と
一
致
し
な
い
。
ま

た
、
近
世
前
半
期
に
成
立
し
た
『
広
益
』『
大
全
』『
萬
代
』
に
お
い
て
、《
エ
》
と

《
ヱ
》
は
両
方
用
い
ら
れ
て
お
り
、
近
世
前
半
期
の
仮
名
遣
い
と
一
致
し
な
い
。 

よ
っ
て
、
中
世
か
ら
近
世
前
半
期
の
辞
書
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
中
世
か

ら
近
世
前
半
期
の
仮
名
遣
い
と
は
異
な
る
仮
名
遣
い
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、

文
学
作
品
に
お
け
る
、
読
者
と
い
う
存
在
と
、
辞
書
に
お
け
る
、
利
用
者
と
い
う

存
在
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
辞
書
は
、
規
範
を
示
す
書
で
あ
り
、

利
用
者
の
利
便
性
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。 

文
学
作
品
の
読
者
は
、
作
品
の
本
文
を
読
む
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一

方
で
、
辞
書
の
利
用
者
は
、
辞
書
の
表
記
や
検
索
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

文
学
作
品
に
は
な
い
、
辞
書
の
利
便
性
や
規
範
を
示
す
と
い
う
特
徴
に
よ
っ
て
、

文
学
作
品
と
辞
書
の
表
記
の
相
違
点
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

辞
書
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
中
世
や
近
世
前
半
期
の
仮
名
遣
い
と
は
異
な
る

仮
名
遣
い
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
。 

    

注 （
１
）
表
中
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
た
値
を
示
し
て
い
る
。

各
仮
名
遣
い
書
と
対
象
資
料
の
表
記
が
一
致
し
た
場
合
は
○
、
不
一
致
の
場
合
は×

、

両
方
の
表
記
が
見
ら
れ
た
場
合
は
△
と
す
る
。
表
２
、
表
３
、
表
４
、
表
５
に
つ
い
て

も
同
様
。 

（
２
）
例
外
的
な
表
記
の
み
検
討
し
た
い
た
め
、
例
外
で
は
無
い
語
（
《
イ
》
○
、《
ヰ
》×
、 

 
 

《
エ
》×

、《
ヱ
》
○
、《
オ
》
○
、《
ヲ
》
○
）
に
つ
い
て
は
、
用
例
を
挙
げ
な
い
。
ま

た
、
例
外
的
な
表
記
が
、
片
仮
名
と
平
仮
名
の
両
方
で
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、[  

]

内

に
語
数
を
足
し
た
形
で
示
す
。 

 

参
考
引
用
文
献
お
よ
び
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

・
今
西
浩
子
「
易
林
本
節
用
集
の
仮
名
遣
」
（
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
三 

和
泉

書
院 

一
九
九
六
年
） 

・
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要 

特

輯
号
三
』 

広
島
大
学
文
学
部 

一
九
七
一
年
） 

・
佐
藤
貴
裕
「
早
引
節
用
集
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
岐
阜
大
学
国
語

国
文
学
』
二
二
巻 

岐
阜
大
学 

一
九
九
四
年
） 

・
坂
詰
力
治
『
中
世
日
本
語
論
攷
』
（
笠
間
書
院 

二
〇
一
五
年
） 

・
坂
梨
隆
三
『
近
世
の
語
彙
表
記
』
（
武
蔵
野
書
院 

二
〇
〇
四
年
） 

・
築
島
裕
「
片
仮
名
の
歴
史
的
研
究
」
（
『
日
本
學
士
院
紀
要
』
五
一
巻
三
号 

一

九
九
六
年
） 

・
築
島
裕
『
契
沖
全
集 

十
巻 

語
学
』
（
岩
波
書
店 

一
九
七
三
年
） 

・
中
田
紀
夫
『
改
訂
新
版 

古
本
節
用
集
六
種
並
び
に
総
合
索
引 

影
印
編
』
勉 

 

誠
社
（
一
九
六
八
年
） 
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以
上
の
結
果
を
も
と
に
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
世
や
近
世
前
半
期

の
仮
名
遣
い
と
比
較
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
資
料
も
、
異
な
る
特
徴
を
持
つ
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
中
世
に
成
立
し
た
『
易
林
』
は
、《
イ
》《
ヰ
》《
エ
》《
ヱ
》《
オ
》

《
ヲ
》
に
お
け
る
混
同
が
一
定
数
存
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
さ
ら

に
、『
易
林
』
の
表
記
の
混
同
は
、
中
世
の
仮
名
遣
い
の
混
乱
と
一
致
し
な
い
。
ま

た
、
近
世
前
半
期
に
成
立
し
た
『
広
益
』『
大
全
』『
萬
代
』
に
お
い
て
、《
エ
》
と

《
ヱ
》
は
両
方
用
い
ら
れ
て
お
り
、
近
世
前
半
期
の
仮
名
遣
い
と
一
致
し
な
い
。 

よ
っ
て
、
中
世
か
ら
近
世
前
半
期
の
辞
書
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
中
世
か

ら
近
世
前
半
期
の
仮
名
遣
い
と
は
異
な
る
仮
名
遣
い
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、

文
学
作
品
に
お
け
る
、
読
者
と
い
う
存
在
と
、
辞
書
に
お
け
る
、
利
用
者
と
い
う

存
在
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
辞
書
は
、
規
範
を
示
す
書
で
あ
り
、

利
用
者
の
利
便
性
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。 

文
学
作
品
の
読
者
は
、
作
品
の
本
文
を
読
む
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一

方
で
、
辞
書
の
利
用
者
は
、
辞
書
の
表
記
や
検
索
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

文
学
作
品
に
は
な
い
、
辞
書
の
利
便
性
や
規
範
を
示
す
と
い
う
特
徴
に
よ
っ
て
、

文
学
作
品
と
辞
書
の
表
記
の
相
違
点
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

辞
書
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
中
世
や
近
世
前
半
期
の
仮
名
遣
い
と
は
異
な
る

仮
名
遣
い
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
。 

    

注 （
１
）
表
中
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
た
値
を
示
し
て
い
る
。

各
仮
名
遣
い
書
と
対
象
資
料
の
表
記
が
一
致
し
た
場
合
は
○
、
不
一
致
の
場
合
は×

、

両
方
の
表
記
が
見
ら
れ
た
場
合
は
△
と
す
る
。
表
２
、
表
３
、
表
４
、
表
５
に
つ
い
て

も
同
様
。 

（
２
）
例
外
的
な
表
記
の
み
検
討
し
た
い
た
め
、
例
外
で
は
無
い
語
（
《
イ
》
○
、《
ヰ
》×

、 
 

 

《
エ
》×

、《
ヱ
》
○
、《
オ
》
○
、《
ヲ
》
○
）
に
つ
い
て
は
、
用
例
を
挙
げ
な
い
。
ま

た
、
例
外
的
な
表
記
が
、
片
仮
名
と
平
仮
名
の
両
方
で
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、[  

]

内

に
語
数
を
足
し
た
形
で
示
す
。 

 

参
考
引
用
文
献
お
よ
び
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

・
今
西
浩
子
「
易
林
本
節
用
集
の
仮
名
遣
」
（
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
三 

和
泉

書
院 

一
九
九
六
年
） 

・
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要 

特

輯
号
三
』 

広
島
大
学
文
学
部 

一
九
七
一
年
） 

・
佐
藤
貴
裕
「
早
引
節
用
集
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
岐
阜
大
学
国
語

国
文
学
』
二
二
巻 

岐
阜
大
学 

一
九
九
四
年
） 

・
坂
詰
力
治
『
中
世
日
本
語
論
攷
』
（
笠
間
書
院 

二
〇
一
五
年
） 

・
坂
梨
隆
三
『
近
世
の
語
彙
表
記
』
（
武
蔵
野
書
院 

二
〇
〇
四
年
） 

・
築
島
裕
「
片
仮
名
の
歴
史
的
研
究
」
（
『
日
本
學
士
院
紀
要
』
五
一
巻
三
号 

一

九
九
六
年
） 

・
築
島
裕
『
契
沖
全
集 

十
巻 

語
学
』
（
岩
波
書
店 

一
九
七
三
年
） 

・
中
田
紀
夫
『
改
訂
新
版 

古
本
節
用
集
六
種
並
び
に
総
合
索
引 

影
印
編
』
勉 

 

誠
社
（
一
九
六
八
年
） 
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・
村
上
謙
「
「
好
色
伝
受
」
の
音
韻
表
記
」（
『
好
色
伝
受 

本
文
・
総
索
引
・
研
究
』 

 
笠
間
書
院 

二
〇
〇
〇
年
） 

・
山
口
倫
香
「
近
世
前
半
期
に
お
け
る
片
仮
名
の
仮
名
遣
い
」
（
『
論
叢 

国
語
教

育
学
』
第
十
五
号
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
国
語
文
化
教
育
学
講
座
、

二
〇
一
九
年
） 

・
山
田
巌
・
大
友
信
一
・
木
村
晟
『
駒
澤
大
学 

国
語
研
究 

資
料
第
二 

仮
名

文
字
遣
』
汎
古
書
院
（
一
九
八
〇
年
） 

・
『
大
漢
和
辞
典 

縮
写
版
』
大
修
館
書
店
（
一
九
六
六
年
） 

・
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://kotenseki.nijl.ac.jp/?ln=ja

 

(

最
終
閲
覧 2020/02/12) 

・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

https://dl.ndl.go.jp/  
 (

最
終  

閲
覧2020/02/12) 

（
福
岡
県
立
福
岡
高
等
学
校
） 
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